
 

 

北九州市立夜間中学校設置 

基本計画 

 
 

〇夜間
や か ん

中学校
ちゅうがっこう

とは 

小学校
しょうがっこう

や中学校
ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

したことがない 15歳
さい

より上
うえ

の人
ひと

や、不登校
ふとうこう

などで

勉 強
べんきょう

できないまま中学校
ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

した人
ひと

、外国
がいこく

の人
ひと

が、義務
ぎ む

教 育
きょういく

を受
う

けるた

め、夕方
ゆうがた

から授 業
じゅぎょう

をする学校
がっこう

です。 
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 Ⅰ 夜間中学校設置検討の背景                      

 

◆夜間中学校とは 

夜間中学校は、義務教育を修了しないまま学齢期を経過した人や、不登校など様々な事

情により十分な教育を受けられないまま中学校を卒業した人、外国籍の人などが義務教育

を受けるために設置される夜間などに授業を行う学校です。 

 

〇国の動向 

  平成 28 年 12 月に「義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に

関する法律（平成 28 年法律第 105 号）」（以下、「教育機会確保法」という。）が成立。本

法律により、地方公共団体は、夜間中学における就学の機会の提供その他の必要な措置を

講ずるものとされました。 

 

  □義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律 

（平成 28年 12 月 14 日公布） 

  （地方公共団体の責務） 

  第五条  地方公共団体は、第三条の基本理念にのっとり、教育機会の確保等に関する施策につい

て、国と協力しつつ、当該地域の状況に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

  （就学の機会の提供等） 

  第十四条 地方公共団体は、学齢期を超過した者（その者の満六歳に達した日の翌日以後における最

初の学年の初めから満十五歳に達した日の属する学年の終わりまでの期間を経過した者をいう。

次条第二項第三号において同じ。）であって学校における就学の機会が提供されなかったもののう

ちにその機会の提供を希望する者が多く存在することを踏まえ、夜間その他特別な時間において

授業を行う学校における就学の機会の提供その他の必要な措置を講ずるものとする。 

 

  また、各種閣議決定文書や答弁においても、設置促進がうたわれています。 

 

   □「教育機会確保法等に基づき、全ての都道府県に少なくとも一つの夜間中学が設置されるよう  

促進する」 

（第 3期教育振興基本計画 平成 30 年 6月 15 日閣議決定） 

   □「全ての都道府県に少なくとも一つの夜間中学が設置されるよう、また、（中略）全ての指定都市

において夜間中学が設置されるよう促進する」 

（子どもの貧困対策に関する大綱 令和元年 11 月 29日閣議決定） 

 

  □「夜間中学の教育活動を支援するとともに、今後 5年間ですべての都道府県・指定都

市に夜間中学が少なくとも 1つ設置される、このことを目指し、全国知事会や指定都

市市長会の協力を得て、取り組んでいきたい、このように思います。」 

（菅総理大臣答弁 令和 3年 1月 25 日衆議院予算委員会） 
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  □「多様な児童生徒等の教育機会を保障するため、夜間中学の設置（中略）を推進する。」 

（経済財政運営と改革の基本方針 2021 令和 3年 6月 18 日閣議決定） 

 

  □「文部科学省としましては、（中略）夜間中学がますます重要な役割を果たし、その期待も高ま

ってくると考えます。つきましては、各教育委員会において、（中略）夜間中学の設置・充実

に向けた取組の一層の推進を図っていただくようお願いします。」 

（夜間中学の設置・充実に向けた取組の一層の推進について（依頼） 令和 4年 6月 1日） 

 

 

〇他都市の動向 

  令和 4年 10 月現在、15 都道府県の 34 市区で 40 校が運営されています。 

  そのうち、指定都市では 10 市に 15 校が運営中。 

  令和 5年度以降も、仙台市、千葉市などで設置に向けた検討が進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆出典     文部科学省ホームページ「夜間中学の設置・検討状況」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/yakan/index_00003.htm 
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☆出典     文部科学省ホームページ「夜間中学の設置・検討状況」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/yakan/index_00003.htm 
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 Ⅱ 本市における夜間中学校設置の必要性                 

 

〇自主夜間学級の活動 

 ・穴生・中学校「夜間学級」（平成 6 年～ 青春学校として開設 継続中） 

 ・城南中学校「夜間学級」（平成 10 年～ よみかき教室・城野として開設 継続中） 

 ・「北九州市に夜間中学をつくる会」（平成 15 年～平成 21 年） 

 ・北九州市「夜間学級運営支援事業」（平成 17 年～ 継続中） 

 

 ＜活動状況＞ 

 穴生・中学校夜間学級 城南中学校「夜間学級」 

場  所 穴生小学校・穴生市民センター 城南中学校 

運営主体 穴生・中学校夜間学級運営委員会 城南中学校夜間学級運営委員会 

活動状況 月・火・木 19:00～21:00 月～金 19:00～21:00 

授業日数 年間 70 日 年間 121 日 

開  設 平成 6年 5月 青春学校 平成 10 年 5月 よみかき教室・城野 

 

 

〇令和 3年度「公立夜間中学にかかる意見の調査（アンケート）」結果      資料１ 

 ・公立夜間中学での勉強に関心がある方を対象とし、令和 3 年 7～8 月に実施。 

  期間中に 598 件の回答が寄せられ、うち「自分が学びたい」の回答が 165 件。 

 ・比較的若い世代（40 歳未満・中学既卒者）の「学び直しニーズ」が高い傾向。 

 

 

〇令和 2年度国勢調査結果                         資料２ 

 ・北九州市の状況 

   未就学者 ※1：         1,131 人 

   最終卒業学校が小学校の者 ※2： 4,547 人 

 ・隣接する 17 市町と下関市を合わせると、本市と同規模の未就学者等が在住 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
※1 小学校にも中学校にも在学したことのない人又は小学校を中途退学した人 

※2 小学校のみ卒業した人又は中学校を中退した人 
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 Ⅲ 夜間中学校に関するあり方検討の経緯                 

 

〇「福岡県中学校夜間学級に関する検討会議」（平成 27～28 年度 国委嘱事業）への参画 

 北九州市、福岡市、福岡県の教育委員会職員が参加 

 他都市（広島市、堺市、京都市、千葉県市川市）の公立夜間中学の視察に加え、北九州市

と福岡市の自主夜間学級の視察等を行い、県内の課題に関する協議を行ったもの。 

 

 

〇「夜間中学の設置促進のための実態把握（アンケート）」実施（平成 29 年 3月） 

 文部科学省が全国 5 県（宮城県、埼玉県、愛知県、福岡県、沖縄県）において未就学者が

多い市町（福岡県内 9 市町）を抽出しニーズ調査を実施したもの。 

 

 

〇「公立夜間中学にかかる意見の調査（アンケート）」実施（令和 3年 7～8月）再掲 

 はがき付きチラシを公共施設や国際交流協会、日本語教室、不登校支援施設等に配架する

とともに、市立小中学校にアンケート実施を案内するチラシを配布。 

教育委員会のホームページからは 6か国語で回答を受付。 

 

 

〇北九州市公立夜間中学校を考える会議（令和 4 年 5 月～ ）          資料３ 

座長 福岡大学人文学部教育・臨床心理学科 准教授 添田祥史 

 第一回 令和 4 年 5 月 13 日（金） 

  ・国・他自治体・北九州市の取組 

  ・「北九州市立夜間中学校」のあるべき姿 

  ・今後の進め方 

 第二回 令和 4 年 7 月 1 日（金） 

  ・情報共有：①文部科学省の動き ②北九州市に夜間中学をつくる会の活動 

  ・「あるべき姿」の意見整理 

・校舎位置・施設のあり方 

 第三回 令和 4 年 8 月 22 日（月） 

・設置に至る経緯 

・校舎位置等・機能 
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 Ⅳ 夜間
や か ん

中学校
ちゅうがっこう

設置
せ っ ち

の基本
き ほ ん

計画
けいかく

                     

 

1 夜間
や か ん

中学校
ちゅうがっこう

の理念
り ね ん

（夜間
や か ん

中学校
ちゅうがっこう

は何
なに

を目指
め ざ

しますか、ゴール
ご ー る

は何
なん

ですか） 

「学
まな

ぶことが楽
たの

しい」・「学
まな

び続
つづ

けたい」と思
おも

える学校
がっこう

にします 

 「仲間
な か ま

といろいろな経験
けいけん

」ができる学校
がっこう

にします 

 

2 学校
がっこう

の概要
がいよう

（どんな学校
がっこう

ですか） 

（1） 開校
かいこう

時期
じ き

（いつできますか）・校名
こうめい

（学校
がっこう

の名前
な ま え

は何
なん

ですか） 

  令和
れ い わ

6年
ねん

（2024年
ねん

）4月
がつ

を目指
め ざ

します 

  校名
こうめい

は、『北 九 州
きたきゅうしゅう

市立
し り つ

ひまわり中学校
ちゅうがっこう

』とします 

 

（2） 設置
せ っ ち

主体
しゅたい

（だれがつくりますか） 

  北九州市
きたきゅうしゅうし

がつくります 

 

（3） 校舎
こうしゃ

位置
い ち

（どこにつくりますか） 

  北 九 州
きたきゅうしゅう

市立
し り つ

菊
きく

陵
りょう

中 学
ちゅうがっ

校
こう

（小倉北区
こ く ら き た く

下富野
しもとみの

1-2-1）につくります 

 

（4） 入 学
にゅうがく

対象者
たいしょうしゃ

（だれが通
かよ

えますか） 

  北九州市
きたきゅうしゅうし

に住
す

んでいる、15歳
さい

より上
うえ

の人
ひと

※3で、夜間
や か ん

中 学
ちゅうがく

で学
まな

びたい人
ひと

です 

  北九州市
きたきゅうしゅうし

以外
い が い

に住
す

んでいる人
ひと

の 入
にゅう

学
がく

は、まだ決
き

まっていません 

  

※3 満 15歳に達した日以降の最初の 3月 31 日を過ぎた人のこと 
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（5） 規模
き ぼ

（何人
なんにん

くらいの学校
がっこう

ですか） 

  最初
さいしょ

は 30人
にん

くらいを 考
かんが

えています 定員
ていいん

はありません 

  希望者
きぼうしゃ

が多
おお

い時
とき

は、教 室
きょうしつ

を準備
じゅんび

する 間
あいだ

、待
ま

ってもらうかもしれません 

 

（6） 授 業
じゅぎょう

方法
ほうほう

（どうやって勉 強
べんきょう

しますか） 

     教 員
きょういん

免許
めんきょ

を持
も

つ先生
せんせい

が対面
たいめん

で教
おし

えます 

  月曜日
げつようび

から金曜日
きんようび

までの5日間
いつかかん

、1日
にち

4時限
じ げ ん

の授 業
じゅぎょう

をします 

   タブレット
た ぶ れ っ と

端末
たんまつ

を使
つか

ったオンライン
お ん ら い ん

授 業
じゅぎょう

もするかもしれません 

     必要
ひつよう

なら、小学校
しょうがっこう

の勉 強
べんきょう

もします 

   夏休
なつやす

み・冬休
ふゆやす

みがあります 

     ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の活用
かつよう

も 考
かんが

えていきます 

 

【夜間
や か ん

中学校
ちゅうがっこう

での生活
せいかつ

（例
れい

）】 

17:30～17:40 ホームルーム
ほ ー む る ー む

 

17:40～18:20 1時限目
じ げ ん め

 

18:20～18:25 休 憩
きゅうけい

（5分
ふん

） 

18:25～19:05 2時限目
じ げ ん め

 

19:05～19:25 休 憩
きゅうけい

（20分
ふん

） 

19:25～20:05 3時限目
じ げ ん め

 

20:05～20:10 休 憩
きゅうけい

（5分
ふん

） 

20:10～20:50 4時限目
じ げ ん め

 

20:50～21:00 ホームルーム
ほ ー む る ー む

 

21:00 下校
げ こ う
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（7） 費用
ひ よ う

負担
ふ た ん

（お金
かね

はかかりますか） 

  授 業 料
じゅぎょうりょう

は無料
むりょう

です 教科書
きょうかしょ

もお金
かね

はかかりません 

  勉 強
べんきょう

に使
つか

うノート
の ー と

や鉛筆
えんぴつ

、学校
がっこう

行事
ぎょうじ

などはお金
かね

がかかります 

 

（8） 入 学
にゅうがく

手続
て つ づ

き（通
かよ

いたい人
ひと

はどこに連絡
れんらく

したらいいですか） 

  学校
がっこう

ができるまでは、北九州市
きたきゅうしゅうし

 教 育
きょういく

委員会
いいんかい

 企画
き か く

調整課
ちょうせいか

（℡ 093-582-2357） 

  学校
がっこう

ができたら、夜間
や か ん

中学校
ちゅうがっこう

に連絡
れんらく

してください ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

で知
し

らせます 

  令和
れ い わ

5年
ねん

（2023年
ねん

）の秋
あき

に、説明会
せつめいかい

と体験会
たいけんかい

を 考
かんが

えています 

  説明会
せつめいかい

や体験会
たいけんかい

に参加
さ ん か

しない人
ひと

も、入 学
にゅうがく

できます 

  入 学
にゅうがく

を希望
き ぼ う

する人
ひと

が「今
いま

まで何
なに

を勉 強
べんきょう

してきたか」を聞
き

きます 

  春
はる

と秋
あき

、2回
かい

の入学式
にゅうがくしき

を 考
かんが

えています 

     入 学
にゅうがく

に不安
ふ あ ん

があるときは、相談
そうだん

してください 

 

（9） 進 級
しんきゅう

（2年生
ねんせい

、3年生
ねんせい

になるには） 

  生徒
せ い と

の希望
き ぼ う

を大事
だ い じ

にして、学
まな

びの様子
よ う す

を見
み

た先生
せんせい

が、生徒
せ い と

と話
はな

して決
き

めます 

    「今
いま

まで何
なに

を勉 強
べんきょう

してきたか」を聞
き

いて、２年生
ねんせい

や３年生
ねんせい

から 

勉 強
べんきょう

する人
ひと

もいます 

 

（10） 修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

（何年間
なんねんかん

通
かよ

えますか） 

  ふつうは、３年
ねん

勉 強
べんきょう

します 一番
いちばん

長
なが

い人
ひと

は、６年
ねん

勉 強
べんきょう

することができます 

不安
ふ あ ん

な人
ひと

は相談
そうだん

してください 
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（11）卒 業
そつぎょう

・進路
し ん ろ

指導
し ど う

（どうしたら卒 業
そつぎょう

になりますか） 

中学校
ちゅうがっこう

の勉 強
べんきょう

が全部
ぜ ん ぶ

終
お

わった人は、卒 業
そつぎょう

できます 

先生
せんせい

と生徒
せ い と

が話
はな

して決
き

めます 

卒 業
そつぎょう

した後
あと

、進学
しんがく

したい・仕事
し ご と

を探
さが

したい生徒
せ い と

にアドバイス
あ ど ば い す

もします 

 

（12）日本語
に ほ ん ご

指導
し ど う

（日本語
に ほ ん ご

の読
よ

み書
か

きは教
おし

えますか） 

  授 業
じゅぎょう

は日本語
に ほ ん ご

で行
おこ

います 

授 業
じゅぎょう

がわかるように、日本語
に ほ ん ご

を教
おし

えます 

  日本語
に ほ ん ご

だけを学
まな

びたい人
ひと

は、入 学
にゅうがく

はできません 

 

（13）就 学
しゅうがく

支援
し え ん

（お金
かね

のサポート
さ ぽ ー と

はありますか） 

    中学校
ちゅうがっこう

に行
い

くために、お金
かね

が必要
ひつよう

な人
ひと

のための制度
せ い ど

（ルール
る ー る

）を 

考
かんが

えています 

 

（14）教 育
きょういく

相談
そうだん

（学
まな

ぶ上
うえ

での悩
なや

みごとを聞
き

いてくれますか） 

     生徒
せ い と

が相談
そうだん

しやすい学校
がっこう

を作
つく

ります 

 

（15）通学
つうがく

方法
ほうほう

（ 車
くるま

やバイク
ば い く

で通
かよ

えますか） 

   生徒用
せいとよう

の 駐
ちゅう

車 場
しゃじょう

はありません 

電車
でんしゃ

やバス
ば す

などで通
かよ

ってください 

   車
くるま

いすなどが必要
ひつよう

な人
ひと

は、相談
そうだん

してください 
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（16）学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

（ 給 食
きゅうしょく

はありますか） 

   給 食
きゅうしょく

はありません  

休
やす

み時間
じ か ん

に、持
も

ってきたパン
ぱ ん

などを食
た

べることができます 

   

（17）学校
がっこう

行事
ぎょうじ

（遠足
えんそく

や文化
ぶ ん か

祭
さい

、修 学
しゅうがく

旅行
りょこう

はありますか） 

現在
げんざい

、北九州市
きたきゅうしゅうし

にある中学校
ちゅうがっこう

と同
おな

じように、できるだけ工夫
く ふ う

して 行
おこな

います 

遠足
えんそく

や文化
ぶ ん か

祭
さい

、生徒会
せいとかい

活動
かつどう

、修 学
しゅうがく

旅行
りょこう

などを 考
かんが

えています 

 

（18）学校
がっこう

運営
うんえい

の改善
かいぜん

（運営
うんえい

は見直
み な お

しますか） 

     学校
がっこう

の運営
うんえい

のことをよく知
し

っている人
ひと

などの意見
い け ん

を聞
きき

きながら、 

改善
かいぜん

を 行
おこな

っていきます 

 

 Ⅴ 夜間中学校開校に向けた今後の取組（予定）              

 

令和 5 年度  

・設置条例改正 

・教職員配置・教育課程等の検討 

・広報活動（シンポジウム等） 

・授業体験会 

・生徒募集 

令和 6 年度  

・夜間中学校開校（4月） 
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令和 3 年度「公立夜間中学にかかる意見の調査（アンケート）」結果 

 

 

1  調査
ちょうさ

について 
（1）期

き

  間
かん

 令和
れ い わ

3年
ねん

7月
がつ

9日
にち

（金
きん

）～8月
がつ

31日
にち

（火
か

） 

（2）対 象 者
たいしょうしゃ

  公立
こうりつ

夜間
や か ん

中 学
ちゅうがく

での勉 強
べんきょう

に関心
かんしん

がある方
かた

 

（3）周知
しゅうち

方法
ほうほう

 ポスター
ぽ す た ー

・はがき付
つ

きチラシ
ち ら し

を棚
たな

に置
お

き、お知
し

らせ 

      区
く

役所
やくしょ

・出 張 所
しゅっちょうしょ

、市民
し み ん

センター
せ ん た ー

、生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

センター
せ ん た ー

、 

少 年
しょうねん

支援室
しえんしつ

、国際
こくさい

交 流
こうりゅう

協 会
きょうかい

、日本語
に ほ ん ご

学校
がっこう

、自主
じ し ゅ

夜間
や か ん

中 学
ちゅうがく

、 

不登校
ふとうこう

支援
し え ん

施設
し せ つ

、市内
し な い

のコンビニ
こ ん び に

（ローソン
ろ ー そ ん

）等
など

 

  市立
し り つ

小 中 学 校
しょうちゅうがっこう

の児童
じ ど う

・生徒
せ い と

に案内
あんない

チラシ
ち ら し

を配布
は い ふ

 

（4）回答
かいとう

方法
ほうほう

 はがき付
つ

きチラシ
ち ら し

を使
つか

い、はがきをポスト
ぽ す と

に入
い

れる 

インターネット
い ん た ー ね っ と

（韓国
かんこく

語
ご

、 中 国
ちゅうごく

語
ご

、英
えい

語
ご

、ベトナム語
べ と な む ご

、ネパール語
ね ぱ ー る ご

に対応
たいおう

） 

 

2 アンケート
あ ん け ー と

結果
け っ か

 

 （1）回答数
かいとうすう

  598件
けん

（ はがき 74件
けん

 インターネット
い ん た ー ね っ と

 524件
けん

 ） 

 （2）結
けっ

 果
か

  項目
こうもく

により未回答
みかいとう

や複数
ふくすう

回答
かいとう

があるため、各項目
かくこうもく

の合計
ごうけい

は回答数
かいとうすう

と

異
こと

なります。グラフ
ぐ ら ふ

の数字
す う じ

は「人数
にんずう

」または「件数
けんすう

」を 表
あらわ

します。 

 

① あなた自身
じ し ん

が公立
こうりつ

夜間
や か ん

中 学
ちゅうがく

で学
まな

びたいと思いますか？または、公立
こうりつ

夜間
や か ん

中 学
ちゅうがく

を 

知
し

らせたい人
ひと

がいますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

165件
27.8％

429件
72.2%

A 学びたい

B 知らせたい人がいる

※未回答、複数回答あり 

資料 1 

12



 

36
74

43
12

213
101

66
39

0 50 100 150 200 250

A ～１９才
B ２０～３９才
C ４０～５９才

D ６０才以上

学びたい 知らせたい

② なぜ公立
こうりつ

夜間
や か ん

中 学
ちゅうがく

に関心
かんしん

があるのですか？【複数
ふくすう

回答可
かいとうか

】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ あなた（知
し

らせたい人
ひと

）はどれに当
あ

てはまりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ あなた（知
し

らせたい人）は中学校
ちゅうがっこう

を卒 業
そつぎょう

していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ あなた（知
し

らせたい人）の国籍
こくせき

はどこですか。 

 

 

 

 

 

 

 
  日本国以外：韓国・中国・インドネシア・ベトナム・フィリピン・ネパールなど 

92
13
17

41

152
64

99
102

0 50 100 150 200 250

A 卒業している
B 卒業していない

C 現在、中学生
D 十分に通えなかった

学びたい 知らせたい

554

39

0 100 200 300 400 500 600

A 日本国

B 日本国以外
※未回答あり 

※未回答、複数回答あり 

※未回答、複数回答あり 

33
103

21
22

41
33

146
139

69
85

157
146

0 50 100 150 200 250

A 中学を卒業したい
B 学び直したい

C 日本語を学びたい
D 読み書きを覚えたい

E 進学・就職したい
F その他

学びたい 知らせたい

244 42.1% 77 13.3% 
116 20.0% 

143 24.6% 

249 42.6% 175 30.0% 
109 18.7% 

51 8.7% 

179 18.0％ 

242 24.3% 90 9.0% 
107 10.8 % 

198 19.9% 
179 18.0% 
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⑥ あなた（知
し

らせたい人）の住 所
じゅうしょ

はどこですか。 

 

 

 

 

 

 
市外の具体例：行橋・苅田・直方・中間・水巻・宮若など 

 

          ※北九州市内の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （3）関心
かんしん

理由
り ゆ う

の「その他
た

」に寄
よ

せられた主
おも

なご意見
い け ん

（編 集
へんしゅう

しています） 

【学
まな

びたい】を選
えら

んだ方
かた

のご意見
い け ん

 

   ・中学校
ちゅうがっこう

にまともに通
かよ

っていなかったので、学
まな

べる機会
き か い

があれば学
まな

びたい。 

   ・学校
がっこう

で人間
にんげん

関係
かんけい

やコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

がうまくいかず不登校
ふとうこう

になったため。 

   ・我
わ

が子
こ

に学 習
がくしゅう

を教
おし

えられるように、学
まな

びなおしたい。 

【知
し

らせたい人
ひと

がいる】を選
えら

んだ方
かた

のご意見
い け ん

 

・学
まな

びの機会
き か い

を増
ふ

やすことで、救
すく

われる人が増
ふ

えそうだから。 

・祖母
そ ぼ

が学校
がっこう

に行
い

けておらず、高齢
こうれい

になってから字
じ

が書
か

けない読
よ

めないことを 

苦
く

にしていた。そのような人
ひと

が学
まな

ぶ場
ば

があった方
ほう

がよい。 

   ・学校
がっこう

になじめない子
こ

が増
ふ

えてきた。違
ちが

った 形
かたち

でも義務
ぎ む

教 育
きょういく

を完 了
かんりょう

できる環 境
かんきょう

が 

増
ふ

えていけば良
よ

いと思
おも

う。 

   ・様々
さまざま

なルーツ
る ー つ

をもって日本
に ほ ん

で暮
く

らす方
かた

や、形式
けいしき

上
じょう

中 学
ちゅうがく

を卒 業
そつぎょう

はしていても、 

実際
じっさい

には学
まな

ぶ機会
き か い

がなく、 就 職
しゅうしょく

や日 常
にちじょう

生活
せいかつ

に困難
こんなん

さを抱
かか

える人
ひと

に学
まな

ぶ機会
き か い

が 

あることは、必要
ひつよう

だと思
おも

う。 

   ・不登校
ふとうこう

の子
こ

どもの居場所
い ば し ょ

の一
ひと

つになればいい。 

 

539

51

0 100 200 300 400 500 600

A 北九州市内

B 北九州市外

50
131

116
36
36

134
31

0 30 60 90 120 150

門司区
小倉北区
小倉南区

若松区
八幡東区
八幡西区

戸畑区 ※区の記載なし５件 

※未回答あり 

14



15



16



 

 

 

令和２年度国勢調査結果 

国勢調査における未就学者及び最終卒業学校が小学生の者の数（指定都市別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：文部科学省「夜間中学の設置・充実に向けた取組の一層の推進について（依頼）」を

一部加工 

（https://www.mext.go.jp/content/20220603-mxt_syoto02-100003094_3.pdf） 

資料２ 

■未就学者  ■最終卒業学校が小学生の者 

札幌市 仙台市 さいたま市 千葉市 横浜市 川崎市 相模原市 新潟市 静岡市 浜松市

未就学者数（人） 1398 372 594 592 2276 638 712 311 423 483

人口に占める未就学者の割合
（％）

0.08 0.04 0.05 0.07 0.07 0.05 0.11 0.05 0.07 0.07

最終卒業学校が小学校の者
の数（人）

8925 3316 3491 2371 9531 3553 2317 8405 4162 5383

人口に占める最終卒業学校
が小学校の者の割合（％）

0.5 0.4 0.3 0.3 0.3 0.3 0.4 1.2 0.7 0.8

名古屋市 京都市 大阪市 堺市 神戸市 岡山市 広島市 北九州市 福岡市 熊本市

未就学者数（人） 2045 763 3348 1130 1410 229 856 1131 1210 982

人口に占める未就学者の割合
（％）

0.10 0.06 0.14 0.16 0.11 0.04 0.08 0.14 0.09 0.16

最終卒業学校が小学校の者
の数（人）

8523 5314 10285 3876 5187 2622 3326 4547 3779 3027

人口に占める最終卒業学校
が小学校の者の割合（％）

0.4 0.4 0.4 0.5 0.4 0.4 0.3 0.6 0.3 0.5
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第 1 回北九州市公立夜間中学校を考える会議 要旨 

 

1  開催日時  令和 4 年 5 月 13 日（金） 14 時 00 分 ～ 15 時 30 分 

2  議題    ・国・他自治体・北九州市の取組について 

・「北九州市立夜間中学校」のあるべき姿について  

・今後の進め方について 

3  会議経過 

「国・他自治体・北九州市の取組」について事務局より説明。 

自主夜間中学について構成員より補足説明。 

「北九州市立夜間中学校」のあるべき姿について、構成員が意見を自由に

発言。 

 

（構成員の主な発言） 

 ・交通の便が良く、バリアフリーのある校舎がよい 

 ・一人一人に沿ったきめ細やかな対応のできる体制にしてほしい 

 ・ニーズや年齢にあった教材や学習のサポートが大切 

 ・養護教諭やカウンセラーが必要 

 ・様々な背景の生徒が夜間中学に学びに来る 

それらに対応するためには教員への研修が重要になる 

 ・就学支援制度は必要 

 ・自主夜間中学は、「自分を取り戻すための学校」にするために始めた 

 ・学校の教室で、机で勉強をしたい 

 ・昼間の中学生と交流ができれば、お互い刺激しあえる 

 ・勉強を通して自分に自信がつくとよい 

 ・学校行事を通して人間として育ってほしい 

 ・国籍や日本語のレベルにかかわらず通えるとよい 

 ・バスに乗れない人もいるので、通学バスがあるとよい 

 ・文化祭や体育祭などを経験していない人が経験できるよう考えてほしい 

 ・ICT に関する知識についても教える必要がある 

 ・青春時代を取り戻す場所であってほしい 

 ・卒業後も明るい姿を見せに来られる場所であるとよい 

 ・就学年限は柔軟に考えてほしい 

 ・夜間中学校を必要としている人が相談できるよう、広く知らせてほしい 

  

  

資料 3 
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第 2 回北九州市公立夜間中学校を考える会議 要旨 

 

1  開催日時  令和 4 年 7 月 1 日（金） 14 時 00 分 ～ 16 時 15 分 

2  議題    情報共有 

         ①文部科学省の動き 

 ②北九州市に夜間中学をつくる会の活動 

議事 

 ①「あるべき姿」の意見整理について 

 ②校舎位置・施設のあり方について 

3  会議経過 

情報共有に記載の 2 項目について事務局より説明したうえで、議事に記載

の 2項目について意見交換。 

 

（構成員の主な発言） 

 議事①「あるべき姿」の意見整理について 

・夜間学級に通う生徒は、「自分ができなかったことができる」、「自分の生き

方を取り戻す」ことを大きな目標にしている 

 ・夜間中学校で学びたい外国人の方は、日本語だけ学べたらよいのではな

く、生活していく上で必要な日本語を理解するために通学するであろう 

 ・現役の中学生が夜間中学に通うのは、問題点が多いのではないか 

 ・夜間中学で中学卒業レベルの学力をつけることは第一 

加えて、自己肯定感を養い、様々な経験ができる場になるとよい 

 ・夜間中学で改めて自分のことを知り、生き方についても学ぶ。教員もそれ

らをしっかり伝えていく場所になるとよい 

 ・立地については、公共交通機関を使って無理なく登校できることが大事 

 ・教室は専用教室にしていただきたい 

 ・子どもたちが相談に行ったときに、カウンセラーとかソーシャルワーカー

がいると同時に、相談を聞きやすい場所が確保されているとよい 

 ・遠隔・オンライン授業ができるとよい 

 

 議事②校舎位置・施設のあり方について 

 ・夜間中学校の校舎は、実際の中学校や小学校を使っていただきたい 

 ・アクセス面は、多少駅から距離があってもやむを得ない 

ただし、人通りも含めて、通いやすいところがよい 
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第 3 回北九州市公立夜間中学校を考える会議 要旨 

 

1  開催日時  令和 4 年 8 月 22 日（月） 14 時 00 分 ～ 15 時 30 分 

2  議題    ①設置に至る経緯について 

②校舎位置等について 

③機能について 

3  会議経過 

「設置に至る経緯について」について事務局より説明。 

「校舎位置等について」、「機能について」事務局説明の後、意見交換。 

 

（構成員の主な発言） 

 ②校舎位置等について 

 ・菊陵中は小倉駅から徒歩で通えるうえ、バスセンターにも近いのがよい 

 ・菊陵中が帰国・外国人児童生徒教育のセンター校になっており、外国人の

方たちにも知られている 

 ・飛幡中は位置的に市の中心であり魅力的 

校舎が新しい、廊下の幅が広い、多目的トイレが校舎内にあることもよい 

 ・菊陵中、飛幡中で検討してほしい 

その場合、1階にまとめるかエレベーターを検討してほしい 

 

 ③機能について 

 ・単独校の形態が、生徒に対してきめ細かい指導ができてよい 

 ・入学を希望する生徒が相談にきたときの面談は丁寧にしていただきたい 

 ・北九州市以外に在住の方の受入を検討いただきたい 

 ・学校での学び方自体がわからない方もいると思うので、スクールソーシャ

ルワーカーなどのほかに、学習のサポートをする人材がいると心強い 

 ・学校給食は、一緒に物を食べ、元気になることができ、とても意味のある

面もある一方、宗教上やアレルギーから一律実施が難しい面もある 

 ・夜間中学は様々な経験をされた人が入学してくる 

勉強だけ教えればいいのではなくて、生徒と一緒に生き、勇気づけ、教員

自身もそこから学び、成長するような方を配置していただきたい 
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北九州市公立夜間中学校を考える会議 構成員一覧 

 

区 分 氏 名 所 属 等 備 考 

自主夜間学級 

関係者 

中川 いく子 
穴生・中学校「夜間学級」運営委員会 

運営委員 
 

林 静一路 
城南中学校「夜間学級」運営委員会 

運営委員 
 

和田 ケイ子 
城南中学校「夜間学級」 

生徒会長 
 

学識経験者 添田 祥史 
福岡大学人文学部 

准教授 
座 長 

フリースクール 

関係者 
緒方 香 

星槎国際高等学校北九州学習センター

学習センター長 
座長代理 

高等学校 

関係者 
杉山 文雄 

福岡県立小倉南高校 

教諭 
 

外国人支援 

関係者 
矢野 花織 

公益財団法人北九州国際交流協会 

多文化共生ワンストップインフォメー

ションセンター長 

 

青少年支援 

関係者 
村上 博志 

子ども・若者応援センター「YELL」 

センター長 
 

(市立) 

学校関係者 
安部 朋惠 

北九州市立篠崎中学校 

校長 
 

少年支援室 

関係者 
永田 和之 

かなだ教育支援室 

室長 
 

 任期：令和 4年 5月 13 日～令和 5 年 3 月 31 日 
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北九州市立夜間中学校設置基本計画（素案）に対する市民意見及び 

学校名募集の結果について 
 

１ 意見募集期間 

 令和 4 年 11 月 16 日（水曜日）から 12 月 15 日（木曜日） 

 

２ 意見提出状況 

（１） 意見提出者    ５２名 

（２） 提出数      153 件 

意見数 
  

計画への意見 学校名 

153 件 103 件 50 件（45 種） 

（３） 提出方法 

提出方法 持参 メール Web FAX 郵送 

件数（52 名） ３１ ９ ６ ５ １ 

（４） 計画への意見内訳 

内訳 
件数 

（103 件） 

計画全体にかかること １５  

本市における夜間中学校設置の必要性に関すること ３  

夜間中学校設置の基本計画に（素案）に関すること ８１  

 夜間中学校の理念  １  

 学校の概要  ８０  

その他 ４  

（５） 計画への意見反映結果 

内訳 件数 

基本計画に記載済 16  

基本計画に追加・修正する 10  

基本計画に追加・修正しない 73  

その他 4  

 

３ 学校名について 

 北九州市立ひまわり中学校 

〈選定理由〉 

・ひまわりは「北九州市の花」として、市民に広く認知されている 

・ひまわりの花言葉のように、「憧れ」や「情熱」をもって学ぶ夜間中学校の生徒

が想起される 

・ひらがな表記とすることで、親しみやすさが表現できる。 

22



  



 

北九州市立夜間中学校設置基本計画 
  
 北九州市教育委員会総務部企画調整課 

 〒803-8510 北九州市小倉北区大手町 1番 1号 

 （小倉北区役所庁舎東棟 6階） 

 電話 093-582-2357  FAX 093-581-5871 

 メール kyou-kikaku@city.kitakyushu.lg.jp 

 ホームページ https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kyouiku/index.html 

QR コード 
（ホームページ） 

mailto:kyou-kikaku@city.kitakyushu.lg.jp
https://www.city.kitakyushu.lg.jp/kyouiku/index.html

